明治時代　新しい世の中
 (
課題
)　年　組　名前（　　　　　　　　　　　　）
 (
次のうち、明治の新しい国づくりを進めるにあたって最も重要だった政策は何でしょうか。
)

	年度
	政策
	内容

	１８７１（明治４）年
	廃藩置県
	藩を廃止し、新たに県や府を置いた。
政府が任命した役人に治めさせた。

	１８７１（明治４）年
	四民平等
	江戸時代の身分制度を改めた。百姓・町人は平民、武士は士族、貴族・大名は華族とした。

	１８７１（明治４）年
	解放令
	差別されてきた人を身分上解放した。

	１８７３（明治６）年
	地租改正
	土地の価格（地価）を決めて、土地にかかる税金を現金（地価の３％）で治めさせた。

	１８７３（明治６）年
	徴兵令
	２０歳になった男子は、３年間軍隊に入ることを義務づけた。
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「富国強兵」「殖産興業」のスローガンのもと、明治の国づくりは進められました。
) (
大久保利通
) (
木戸孝允
)[image: C:\Users\masayuki hosaka\Desktop\トレーニングシート　改\写真\大久保利通.jpg]


 (
　
明治の新しい国づくりを進めるにあたって最も重要だった政策は○年の～である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　なぜか。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　
　
　第１に、資料から～は～という政策であることが分かる
。つまり、政府は～しようとしたのである。これは、新しい国づくりを進めるにあたって重要である。　　　　　　　　　　　　　　　　
　第２に、（教科書／資料集）に「（引用）」と書かれている。つまり～ということだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（以下続ける）　　　　　　　　　　　　　　　
　しかし、～の方が重要だと考える人もいるであろう。確かに～は～という点において重要な政策である。
しかし、～と比べると～という点において疑問が残る。
　　　　　　　　　　　　　　　　
　よって、新しい国づくりを進めるにあたって最も
重要だった政策は～なのである。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
)
	




討論しましょう。
作文ポイント　「～と比べると」という表現を使い、２つの政策を比較しましょう。
image1.jpeg




image2.gif




image3.jpeg
-




